
読者による文学賞



とは

受け手である「読者」が

読みたい・広めたい

という気持ちで選考を行う

読者が運営する文学賞です。

構想をツイートしたところ100回のRTを
予想したところ、約400回近いツイート。

IMP（表示回数）は6万回以上！



引用：日経新聞（2019/4/23）

・出版社主催の場合、主催社から発表された作品
がどうしても優先されてしまう。

既存の文学賞の課題

（例）芥川賞の場合、直近10作品の内5作品が主催社の発表作品

・他組織の場合は、発掘というよりも有名作品の
追認傾向が強くなる



文学賞の想い

「売りたいもの」、「有名なもの」が注目されるのではなく

純粋に「良いもの」が注目される世の中にしたい

実現のために

受け手自身が、自分たちで「良いもの」を探していく市場文化をつくる。

そのためには、世間から注目されていない作品のなか
にも優れた作品があることを知らなければいけない。

この文学賞で、その一例を示したい！



今後のスケジュール

12月27日～1月7日 一次選考

1月10日～2月14日 二次選考

2月15日～3月31日 最終選考

4月27日 発表！

ネットから推薦したい本を募ります。

各担当の選考委員が作品を読み、
1作品を推薦します。

挙げられた推薦作品を選考します。


